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１．はじめに 

 本研究の対象となる取り組みは、平成 19年度よ

り徳島大学パイロット事業支援プログラム｢歯科

医療系学生の口腔保健・福祉体験実習による健康

長寿支援」として開始し、平成 20年度からは徳島

大学歯学部教育ＧＰ｢高齢社会を担う地域育成型

歯学教育」として採択されたもので、 「人間力の

向上」「医療人としての自覚を持つ」ことを一般目

標とし、学内演習授業における気づきを，学外体

験学習での地域高齢者との交流に繋げ，地域に根

ざす口腔保健・高齢者福祉の重要性を体得する地

域育成型（地域を育て地域に育てられる）歯学教

育を展開するというものである。今回、この授業

を入学直後から 2年次前期にかけて体験した口腔

保健学科 4 年生を対象に、5 つのプログラムのア

ンケート調査および学生への聞き取り調査を行い、

その教育効果について考察したので報告する。  

 

２．対象および方法 

 図 1 に取り組みのプログラム構成を示す。1年

前期の学内授業は、人間関係における基本的なマ

ナーの再確認や自己覚知、コミュニケーション等

を学ぶ機会とし、後期以降の学外授業に向けた準

備段階として位置付け構成している。１年後期か

らの高齢者交流学習においては、高齢者施設を定

期的に訪問し、学生が高齢者との１対１の交流を

行うことにより，その過程から見えてくる相手の

人生や価値観を理解していくことを目的とした。2

年前期には、高齢者福祉施設等において、お口の

健康長寿教室を実施し、主に医療人としての自覚

を持つことを目指した取り組みを行っている。  

 

   

 

以上の 5つのプログラムを体験し、かつ学士課

程の歯科系及び福祉系の講義と、臨床・臨地実習

をほぼ終えた歯学部口腔保健学科4年生15名を対

象にアンケート調査を行った。学生に配布したア

ンケート内容を図 2に示す。 

ポスター発表Ｐ⑥ 

教育ＧＰプログラムアンケート

★本プロジェクトの目的以外には使用しません。（成績の評価には影響しません）

１．現在までに行った教育ＧＰプログラムについてお伺いします。
あてはまるものに○を入れてください。

良かった どちらかといえ
ば良かった

どちらかといえ
ば良くなかった

良くなかった

食と健康学習

気づきの体験学習
（１円玉・駅伝ランナーなど）

相互歯磨き学習

高齢者交流学習
（白寿園）

お口の健康長寿教室
（三成会キュアセンター）

２．現在までに行った教育ＧＰプログラムはどんな時に活かされましたか？
あてはまるものに○を入れてください（複数選択可）

歯科系講義 福祉系講義 歯科系実習
（学内）

歯科系実習
（学外）

福祉系実習 特になし

食と健康学習

気づきの体験学習

相互歯磨き学習

高齢者交流学習

お口の健康長寿教室

３．現在までに行った教育ＧＰプログラムの中で、一番心に残ったプログラムは何ですか？

４．教育ＧＰプログラムを通して何を学びましたか？（記載必須）

 図 2 教育ＧＰプログラムアンケート 

 

３．結果および考察 

学生へのアンケートを集計した結果、5つのプ

ログラムすべてに対して、学生は良かった、また

はおおむね良かったと答えており、特に２つの学

外授業｢高齢者交流学習｣「お口の健康長寿教室」

の評価が高かった(図 3)。次に、各ＧＰプログラ

ムが、その後のどのような授業に活かされたかと

いう質問（複数選択可)に対するアンケート集計結

果を図 4に示す。これらのアンケート結果から、

歯科衛生士または、社会福祉士を目指す本学科の

学生は、このプログラムを通じて対人援助職とし

て必要なコミュニケーションの基本を学び、その

後の専門授業においても相乗的な教育効果が得ら

れている可能性が示唆された。 

加えて、学生への聞き取り調査では、「学内授業

は当たり前のことを再確認できる機会となった」、

「実習に役立った」、「実習の自信になった」等の

意見が多く、特に、「受身の授業は残らない、参加

型授業は残る」とのコメントは、現場での経験を 

 

    図３ 学生によるプログラム内容評価 

 

  図４ 各プログラムがその後活かされた授業内容 

 

生かし学ぶこと、地域の教育力を活かす重要性を

改めて認識する機会となった。 

今後も、本プログラムを実施し、４年生となっ

た学生を対象にその後の学習にどのように活かさ

れたか追跡調査し、本プログラムについての教育

効果を再検証していく必要がある。また、今後の

課題として、「人間力の向上」を目指した初年時か

ら卒業までの、切れ目なく継続発展させるための

カリキュラムを構築し、人間力という抽象的な概

念を具体的な能力として持ち合わせた人材の育成

を実現していきたいと考えている。 
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